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８月３１日，目黒区祐天寺栄通り商店街の夕

涼み祭りにおいて，管内の若手女性農業者グ

ループ「グリーン Sun woman ♥」が農産物の

直売活動を行いました。これは，ローズポーク

販売等で本県と交流のある商店街関係者から東

京本部へ出店依頼があり，当グループが名乗り

を上げたため実現したものです。

会員たちにとって，直売活動は初めてでした

が，自ら栽培する長ナスやキュウリ，米だけで

なく，会員が近隣の方から梨やピーマン等を集

めて多数の農産物を用意するなど，お客様に喜

んでもらうために様々な準備を行ってきました。

当日，会員は，お客様に食べ方や保存方法を

伝えながら販売し，お客様からも「朝採りの野

菜は珍しい」，「家で早速食べたら美味しかっ

たからまた買いに来た」等うれしい声が届きま

した。

完売とはならなかったものの，会員は「次回

は売り方をもっと工夫したい」，「楽しかった

からまた直売活動をしたい」等の前向きな様子

が見られ，充実した活動になりました。

８月１８日に農業三士と関係機関など５２名

が参加し「結城地域農業三士情報交換会」が開

催されました。新任および退任農業三士の紹介

の後，小美玉市のイチゴ農家であり農業経営士

協会担い手確保育成委員長を務める浜野博士氏

と，農業総合センターの鈴木専門技術指導員か

ら，「新規就農者育成と農業研修生に対する指

導のコツ」についてご講演をいただきました。

参加者の中には，これまでに農業研修生の指

導に苦慮していた方もおり，とても参考になっ

たとの意見が聞かれました。

産地の維持発展のためには，次代を担う人材

の育成が重要です。今後とも普及センターでは，

担い手育成のコーディネーターとして，関係者

が一丸となり地域ぐるみで新規就農支援ができ

るよう支援していきます。



8月29日，結城普及センターにおいて，今

年度の第3回農業学園アグリ講座を開催しまし

た。講座では，メロンやハクサイなど管内主要

野菜の栽培のポイント，注意すべき病害虫など

を紹介し，センチュウなどの観察も行いました。

学園生は熱心に説明に聞き入っており，質問も

多く交わされました。

また，9月12日には大田市場及び都内アン

テナショップにおいて，第4回を開催し，大田

市場で市場内の視察及びせりの見学，農産物の

販売・流通に関する講義を行いました。また，

北海道・沖縄・茨城のアンテナショップで，農

産物などの販売方法について視察しました。視

察・講義ともに学園生は活発に意見交換をして

おり，大変有意義な時間となりました。

今後も，普及センターでは学園生のニーズを

反映した，農業の良さを分かってもらえるよう

な講座を開講していきます。

〈レタス根腐病とは〉

土壌中のカビ（フザリウム菌）が原因の土壌伝染性の

病害で，高温条件（28～30℃）でレタスのみに発病し

ます。放置すると数年で病原菌が畑全体にまん延します。

〈病気の症状〉

・他の株と比べて生育が悪く，肥大しない（写真①）。

・下葉の縁が黄褐色に変色し，全体が萎れる（写真②）。

・根張りが悪く，簡単に引き抜ける。

・主根を縦に切ると，導管が褐変している（写真③）。

県西うまいもんフェアを開催します！！
と き 平成２６年１０月２６日（日）10:00～16:00 ※雨天決行

ところ イーアスつくばカツラギロード（つくば市研究学園５丁目１９番）

◆県西地域でとれた自慢の野菜や農産加工品，地元の名物料理が並ぶ

「県西うまいもん市場（マルシェ）」

◆生産者が自らおもてなし

県西農産加工品の「食べくらべ散歩道」

◆数量限定！時間限定！

常陸牛，ローズポーク，新鮮野菜の無料試食

★編集者より★

新採職員研修の一環

として，管内の４戸の

生産者の皆様のご協力

を頂いて，農家研修を

行っています。

我が家は非農家なの

で，研修を通して農家

への理解を深めたいと

思います！（後藤）

みなさま，
ふるって

お越しください！

疑わしい株を見つけたら，病気の診断を行いますので，
普及センターまでご連絡をお願いします。
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